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２３年９月１７日池田自然観察会の記録 

     すがたに広場の虫たち  

  9 月半ば過ぎというのに当日は真夏のような暑

さになりました。  

 集合時間にはスタッフ 8名、一般参加者 16名（大

人 1１名、子供５名）が集まりました。 

10時の定刻になり主催者（緑のｾﾝﾀｰ）より観察会

開始が告げられました。引き続き観察会スタッフか

ら観察会の段取りと担当スタッフの紹介があり、さ

っそく昆虫採集の場所（すがたに広場）へと向かい

ました。 

すがたに広場に再度集合して、スタッフより改め

て、この広場の

特徴（崖、川、

畑、森、大きな

エノキ、クリ、

ミカン、下草が

豊富で、明るい

所や暗い所があ

り昆虫にとって環境が揃っていること）や捕虫時に

注意すべきことの説明がありました。 

次いで、昆虫の理解を深めてもらうために 

・これはムシかな？の楽しいクイズで子供たちの

関心が一気に高まりました。次いで、 

・昆虫とは？で昆虫の基本的要件を説明； 

頭・胸・腹から成り立ち、胸から足が６本 

発育の途中で顕著な変態をするものが多い。 

完全変態（卵・幼虫・蛹・の３段階を経る）するチョ

ウ、甲虫、ハエなど。不完全変態（蛹の時期を経過

せず、幼虫から直ちに成虫になるバッタ・カゲロウ・

トンボ・シラミ・セミなどの類。 

無変態のイシノミ・シミ・トビムシなどがある。 

といった興味深い話

が大きなボードを使

って分かりやすく説

明がなされた。 

今日の参加者の中

には大人も顔負けの

昆虫に詳しい子供たちが居て、活発な質疑応答があ

り中身の濃い楽しいプレゼンテーションになりまし

た。 

プレゼンテーションが終わって約 1 時間ほどの間、

参加者各自が広場とその周辺を自由に昆虫採取を行

いました。採取した昆虫はスタッフの待ち受ける同

定用テーブルに持参、一匹づつ透明の小さな袋に収

納、スタッフが同定をして採取者に都度説明してい

ました。 

11:30 には昆虫採集を終了して、皆が同定用のテ

ーブルの周りに集まり、スタッフが今日採取した昆

虫の同定結果を説明し、参加者からの質問にも丁寧

に応じながら、１２：００頃に観察会を終了しまし

た。 

本日捕獲して確認できた昆虫たちは下記の 26 種

類です。 

チョウ類；ヤマト

シジミ、ウラギン

シジミ、コミスジ、

サトキマダラヒカ

ゲ、ヒメウラナミ

ジャノメ、ヒカゲ

チョウ、ジャコウアゲハ、クロアゲハ、アゲハチョ

ウ、 

トンボ類；オオシオカラトンボ、ホソミイトトンボ、

ネキトンボ、 

ヨコバイ類；ツマグロオオヨコバイ、アオバハゴロ

モ、アミガサハゴロモ 

甲虫類；オオセンチコガネ、タマムシ、 

バッタ他；フキバ

ッタ、ショウリョ

ウバッタ、ハラビ

ロカマキリ、クサ

ギカメムシ、サト

クダマキモドキ、

エンマコオロギ、アリジゴク、シマアメンボ、ヤゴ。 

               (Ｔ.Ｗ) 
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★池田の自然 街角の話題をお寄せください★

あて先 池田市緑のセンター 

FAX０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 

 

 

 

 

 

 

８月２３日、杉谷で、エゾムシクイ？それともヤブ

サメの幼鳥と思われる鳥に出会いました。距離は 1

～2m くらいで、可愛い声で

しきりに鳴いていました。 

とても似ているので、どち

らとも決めかねますが、ま

だ若鳥と思われるので、この谷で繁殖したのかな。                 

              （豊中・土田） 

 

９月１８日猪名川野鳥観察 

 まだまだ暑かったですが、真夏よりは過ごしやすく

はなりました。日陰では、川筋の風が涼しく感じら

れ、女性 5 名で、名神高速の下までを歩きました。そ

ろそろ秋の鳥が見られるかと思いましたが、見られ

ず、夏鳥はツバメ類のみ。コサ

ギ 10 羽ほどが集まっていたの

と、木陰になったところでダイ

サギ、カワウ、カルガモが羽を

休めていました。今回見られた

野鳥は、カルガモ（写真上）、  

アオサギ、ダイサギ、コサギ、

カワウ、イソシギ（写真

下）イカルチドリ、イソヒ

ヨドリ、セグロセキレイ、

ハクセキレイ、ムクドリ、

スズメ、ハシブトガラス、

ハシボソガラス、イワツバメ、ツバメ以上 16 種 

（豊中・土田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２５日 五月山公

園緑地の市民の森のイ

チョウの木の下に今年

も銀杏がいっぱい。そ

の周りには、去年の銀

杏が芽を出して、実生

の赤ちゃんイチョウがいっぱい顔を出していました。 

（五月丘・中川） 

 

今の季節、池田市内のほとんどの公園で、ハギの花

に似た、紫の可愛い小さな花が咲

いている植物がたくさん見られ

ます。でも、この植物は要注意で

す。むやみに近寄ると大変なこと

に！ 

アレチヌスビトハギ マメ科の

多年草で北アメリカ原産の帰化

植物。いわゆる「ひっつきむし」

と呼ばれる植物です。ひっつきむ

しは日本に約 50 種類くらいある

そうですが、このアレチヌスビト

ハギは、近年勢力を増して増加傾

向だそうです。 

お散歩や公園で遊ぶときは油断して、写真のように

種子がたくさんついて困らないように気をつけて下

さいね。    

        （川西・辻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝池田自然観察会のお知らせ＝ 

＊１１月のテーマ 五月山の紅葉を楽しむカレンダー作り 

＊と    き  ２３年１１月１９日（日） 

１０時００分～１２時３０分 

＊集合・解散 緑のセンター 

＊持 ち 物 作品を入れるビニール袋、水筒など 

＊参 加 費 300円  

＊指   導 五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ 池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-７０82 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 
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